


















JAニュース
　

６
月
20
日
に
、
浜
田
市
上
府
町
の
畑
で
農
業
体
験
塾
と
し
て
、
さ
つ
ま
芋
の
苗
植
え

を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
無

事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
26
家
族
65
名
と
例
年
よ
り
も
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
今
回
植
え
る
品
種
「
紅
は
る
か
」
と
「
安
納
芋
」
の
説
明
や
植
え
方
な

ど
を
勉
強
し
、
畑
に
向
か
い
ま
し
た
。
前
日
降
っ
た
雨
の
影
響
で
土
が
緩
ん
で
い
た
の

で
、
長
靴
が
は
ま
っ
た
り
、
た
ど
り
着
く
ま
で
も
ひ
と
苦
労
で
し
た
が
、
手
際
よ
く
苗

を
植
え
て
い
き
、
作
業
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
供
た
ち
は

「
自
分
が
植
え
た
苗
か
ら
さ
つ
ま
芋
が
で
き
、
秋
に
収
穫
す
る
の
が
楽
し
み
。」
と
今
か

ら
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

苗
植
え
の
後
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
宝
探
し
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し

た
。
ス
タ
ー
ト
の
合
図
と
同
時
に
、
畑

の
中
で
カ
プ
セ
ル
を
一
生
懸
命
探
し
ま

し
た
。
開
始
し
て
す
ぐ
に
見
つ
け
た
子

も
い
れ
ば
、
見
つ
か
ら
ず
苦
戦
し
て
い

た
子
も
お
り
、
職
員
総
出
で
の
大
捜
索

と
な
り
ま
し
た
。
カ
プ
セ
ル
の
中
に
野

菜
の
種
が
入
っ
て
い
た
子
に
は
、
プ
ラ

ン
タ
ー
と
土
の
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
！
受
け
取
っ
た
子
供
た
ち
は
嬉
し
そ

う
に
「
家
に
帰
っ
て
育
て
て
み
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
植
え
た
苗
は
９
月
下
旬
に
収
穫

が
で
き
る
予
定
で
す
。
参
加
者
と
一
緒

に
生
育
を
見
守
っ
て
い
き
、
収
穫
の
時

を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

６
月
15
日
、
浜
田
市

立
松
原
小
学
校
の
１
年

生
、
２
年
生
が
さ
つ
ま

い
も
の
苗
植
え
を
行
い

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
島
本
職
員

よ
り
写
真
を
み
な
が

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
芋
の

種
類
や
植
え
方
の
違
い

が
あ
る
こ
と
、「
芋
に

な
る
根
と
生
き
る
た
め

の
根
」
が
あ
る
こ
と
な

ど
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
黒
マ
ル
チ
を
張
っ
た
と
こ
ろ
に
穴
を
あ
け
、
紅
あ
ず

ま
の
苗
を
一
人
２
本
ず
つ
丁
寧
に
植
え
て
い
き
ま
し
た
。
２
年

生
は
昨
年
も
体
験
し
て
い

る
の
で
上
手
に
手
際
よ

く
、
１
年
生
も
一
生
懸
命

楽
し
そ
う
に
作
業
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
が
ん
ば
っ
て

植
え
た
の
で
大
き
く
育
っ

て
ほ
し
い
」
な
ど
感
想
が

あ
り
、
秋
に
は
焼
き
芋
や

ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
に
変
身

す
る
の
を
今
か
ら
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
農
業
体
験
塾
　
第
一
回

み
ん
な
で
さ
つ
ま
い
も
植
え
た
よ
！

～
松
原
小
学
校
～

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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JAニュース
　

６
月
８
日
、
浜
田
ぶ
ど
う
生
産
組
合
は
吉
田
正
明

氏
（
浜
田
市
久
代
町
）
の
圃
場
に
て
デ
ラ
ウ
ェ
ア
と

大
粒
系
ぶ
ど
う
の
栽
培
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の
仕
上
げ
段
階
で
の

作
業
や
大
粒
系
ぶ
ど
う
の
摘
房
・
摘
粒
作
業
か
ら
着

色
ま
で
の
管
理
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
年
産
は
、
生
育
ス
テ
ー
ジ
の
進
度
が
例
年
並
み

で
推
移
し
て
お
り
、
新
梢
・
副
梢
管
理
や
着
果
量
の

再
度
見
直
し
の
ほ
か
、
温
度
管
理
等
の
収
穫
に
向
け

て
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

組
合
の
圃
場
面
積
１
・
８
ha
で
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
病
害
虫
及
び
自
然
災
害
も
な
く
順
調
に
生
育
し
、

最
も
早
い
園
で
は
顆
粒
軟
化
期
・
着
色
期
を
迎
え
て

お
り
、
今
年
は
５
ト
ン
を
目
標
に
６
月
末
か
ら
７
月

中
旬
の
出
荷
を
目
指
し
慎
重
な
管
理
が
続
き
ま
す
。

　

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
の
金
城
町
ぶ
ど
う

生
産
者
協
議
会
（
会
長　

塚
本　

守
）
は
、

６
月
20
日
西
川
正
恒
氏
圃
場
（
浜
田
市
金
城

町
新
開
団
地
内
）
で
ぶ
ど
う
産
地
ツ
ア
ー
を

開
催
し
、
15
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、新
た
な
担
い
手
確
保
、

ぶ
ど
う
産
地
認
知
度
向
上
を
目
的
に
、
昨
年

か
ら
協
議
会
産
地
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
Ｐ
Ｊ
メ
ン

バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
計
画
し
、
今
年
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
地
区
本
部
管
内
の
ぶ
ど
う
生
産
者
も
平
均
年
齢
が
高
ま
る
中
、
今

後
の
産
地
規
模
の
拡
大
の
た
め
新
た
な
担
い
手
の
確
保
や
経
営
の
継

承
、
面
積
の
拡
大
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
リ
ー
ス
ハ

ウ
ス
事
業
等
を
利
用
し
、
若
手
や
Ｉ
タ
ー
ン
の
生
産
者
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
協
議
会
は
、
10
年
を
見
据
え
た
産
地
振
興
計
画
の
中
で
、“
笑

倍
繁
盛
！
目
指
せ
日
本
一
”
を
か
か
げ
、
出
荷
量
50
ｔ
、
販
売
金
額
６
，

０
０
０
万
円
を
目
指
し
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
産
地
の
概
要
・
ぶ
ど
う
栽
培
の
流
れ
を
Ｊ
Ａ
職
員
と
西

部
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
浜
田
農
業
普
及
部
よ
り
説
明
を
受
け
、そ
の
後
、

協
議
会
員
が
講
師
と
な
り
摘
粒
の
ポ
イ
ン

ト
の
説
明
、
実
際
に
形
の
良
い
房
に
な
る

よ
う
粒
を
落
と
す
摘
粒
作
業
を
体
験
し
ま

し
た
。

　
「
体
験
し
て
み
て
、
作
業
の
大
変
さ
も

理
解
で
き
た
し
、
参
考
に
な
っ
た
。」「
将

来
性
の
あ
る
農
業
だ
と
感
じ
た
。」
な
ど
、

有
意
義
な
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

９
月
に
は
収
穫
体
験
も
実
施
す
る
予
定

で
す
。

　

６
月
24
日
、
令
和
２
年

産
デ
ラ
ウ
ェ
ア
が
初
出
荷

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
産
は

１
月
か
ら
３
月
に
か
け

て
、
平
年
よ
り
気
温
が
高

く
推
移
し
、
昨
年
並
み
の

出
荷
開
始
日
と
な
り
、
新

鮮
で
甘
い
デ
ラ
ウ
ェ
ア
に

仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

同
日
に
は
、
浜
田
ぶ
ど

う
生
産
組
合
員
を
集
め
、

出
荷
目
合
わ
せ
会
を
開
催
し
、
粒
の
大
き
さ
及
び
荷
造
り

で
の
注
意
事
項
等
を
確
認
し
ま
し
た
。
今
後
の
管
理
と
し

て
、
管
内
産
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
は
無
加
温
作
型
で
、
例
年
梅

雨
時
期
の
出
荷
と
重
な
る
た
め
裂
果
が
懸
念
さ
れ
て
お

り
、
生
産
者
は
慎
重
に
調
製
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

佐
々
木
巌
組
合
長
は
、「
我
々
生
産
者
が
今
日
ま
で
大

切
に
管
理
し
、
育
て
て
き
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の
出
荷
時
期
が
来

た
。
自
信
を
持
っ
た
商
品
を
届
け
、
消
費
者
に
喜
ん
で
食

べ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
区
本
部
で
は
昨
年
に
引
き
続
い
て
、
デ
ラ

ウ
ェ
ア
贈
答
企
画

を
し
好
評
を
得
ま

し
た
。
さ
ら
に
地

元
産
デ
ラ
ウ
ェ
ア

の
消
費
拡
大
Ｐ
Ｒ

に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

デ
ラ
ウ
エ
ア
と

大
粒
ぶ
ど
う
の
順
調
な
生
育

新
た
な
担
い
手
を
！

ぶ
ど
う
産
地
ツ
ア
ー
開
催

管
内
産
デ
ラ
ウ
ェ
ア

出
荷
始
ま
る
！

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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JAニュース

　

６
月
17
日
・
18
日
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収
を
行
い

ま
し
た
。
全
体
で
約
４
，１
０
０
ｋｇ
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

回
収
し
ま
し
た
。
昨
年
６
月
の
回
収
時
に
は
全
体
で
約
５
，

８
０
０
ｋｇ
の
回
収
を
行
っ
て
お
り
、
昨
年
に
比
べ
て
、
約
１
，

６
０
０
ｋｇ
少
な
か
っ
た
で
す
。

　

内
容
的
に
は
、
肥
料
袋
、
黒
マ
ル
チ
、
育
苗
箱
、
ハ
ウ
ス

ビ
ニ
ー
ル
な
ど
多
種
に
わ
た
り
回
収
を
行
い
ま
し
た
。

　

回
収
さ
れ
た
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
特
性
に
応
じ

て
リ
サ
イ
ク
ル
や
業
者
に
委
託
処
理
し
、
焼
却
・
埋
め
立
て

の
処
分
を
行
い
ま
す
。

　

次
回
は
11
月
に
回
収
を
予
定
し
て
お
り
、
作
業
の
中
で
使

わ
な
く
な
っ
た
物
が
あ
れ
ば
案
内
を
行
い
ま
す
の
で
、
そ
の

際
に
は
ぜ
ひ
持
参
く
だ
さ
い
。
併
せ
て
ど
れ
が
回
収
で
き
る

も
の
か
ご
不
明
な
事
が
あ
れ
ば
、
お
近
く
の
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

回
収
を
行
い
ま
し
た
。

　

い
わ
み
中
央
地
区
本

部
は
、
６
月
１
日
～
４

日
に
各
地
区
に
て
、
第

１
回
の
水
稲
青
空
講
習

会
を
開
催
し
、
44
会
場

で
３
５
４
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
の

指
導
員
よ
り
、
今
年
の

生
育
状
況
を
ふ
ま
え
、

６
月
の
管
理
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、「
水
管
理
」

「
ス
タ
ミ
ナ
肥
」「
病
害

虫
対
策
」
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
の
管
理
と
し

て
、
間
断
か
ん
水
を
行

い
、
け
い
酸
加
里
や
マ

ル
チ
サ
ポ
ー
ト
２
号
、

塩
化
加
里
等
ス
タ
ミ
ナ

肥
と
し
て
施
用
し
、
そ

の
後
７
日
～
10
日
程
度

の
中
干
し
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

自
然
状
況
に
作
用
さ

れ
る
コ
メ
作
り
で
す

が
、
今
年
も
豊
作
を

祈
っ
て
い
ま
す
。

　

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
は
６
月
中
旬
の
４
日
間
、
石
央
米

倉
庫
で
大
型
特
殊
免
許
（
農
耕
車
限
定
）
の
取
得
準
備
講
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
管
内
の
担
い
手
農
家
や
組
合
員
な
ど

総
勢
40
名
が
受
講
さ
れ
、
基
本
操
作
の
確
認
や
試
験
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

道
路
運
送
車
両
法
の
基
準
緩
和
に
よ
り
ト
ラ
ク
タ
ー
の
公

道
の
走
行
が
可
能
に
な
り
、
組
合
員
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や

要
望
も
あ
り
、
こ
の
た
び
初
め
て
地
区
本
部
独
自
で
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。免
許
を
持
つ
Ｊ
Ａ
職
員
が
講
師
と
な
り
、

交
通
ル
ー
ル
な
ど
の
座
学
講
座
の
あ
と
敷
地
内
で
実
際
に
試

験
に
使
用
す
る
ト
ラ
ク
タ
ー
を
運
転
し
、
走
行
確
認
や
方
向

変
換
な
ど
の
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

試
験
は
浜
田
市

の
島
根
県
西
部
運

転
免
許
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
多
く

の
方
が
合
格
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
親
切
・

丁
寧
に
講
習
を
し

て
く
れ
た
の
で
免

許
取
得
が
で
き

た
。」
と
い
う
お

声
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

同
様
の
講
習
を

８
月
に
も
開
催
す

る
予
定
で
す
。

第
1
回
　
水
稲
青
空
講
習
会
開
催

大
型
特
殊
免
許
取
得
に
向
け
て

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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JAニュース

　

５
月
29
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
延
期
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
、

令
和
元
年
度
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
信
用
事
業
優
績
表
彰
式
が
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
渉
外
担
当
者
競
励
」
は
支
店
規
模
を
基
に
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
と
３
つ

の
グ
ル
ー
プ
分
け
を
行
い
、
年
間
を
通
じ
て
積
上
げ
た
渉
外
実
績
の
上

位
者
に
、
ま
た
「
店
舗
競
励
」
は
１
年
を
通
じ
て
の
貯
金
・
貸
出
金
等

の
実
績
を
基
に
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
信
用
渉
外
４
名
と
４
店
舗
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

〇
渉
外
担
当
者
競
励
優
績
者

　

優
秀
賞
（
専
任
Ａ
）
第
１
位　
　

浜
崎　

美
穂
子

　

優
秀
賞
（
専
任
Ｂ
）
第
４
位　
　

山
口　

晋
哉

　

優
秀
賞
（
専
任
Ｃ
）
第
４
位　
　

佐
伯　

真
由
美

　

部
門
賞
（
積
金
・
定
期
）　
　
　

浜
崎　

美
穂
子

　

部
門
賞
（
資
産
形
成
・
運
用
）　

浜
崎　

美
穂
子

　

部
門
賞
（
決
済
）　
　
　
　
　
　

浜
崎　

美
穂
子

　

バ
ラ
ン
ス
賞　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　

晋
哉

　

バ
ラ
ン
ス
賞　
　
　
　
　
　
　
　

畑
岡　

将
平

〇
年
間
店
舗
競
励
優
績
店
舗

　

年
金
部
門　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
２
位　

浜
田
東
支
店

　

個
人
貯
金
・
預
か
り
資
産
部
門　

第
7
位　

雲
城
出
張
所

〇
「
投
信
ト
ス
ア
ッ
プ
件
数
」
店
舗
競
励
副
賞
贈
呈

　
　
　

第
1
位　

三
隅
支
店

　
　
　

第
2
位　

旭
支
店

〇
農
林
中
央
金
庫
賞　
　
　
　
　
　

浜
崎　

美
穂
子

　

今
後
も
職
員
一
同
、
多
種
多
様
な
利
用
者
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
細
や
か
な
応
対
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行

い
、
店
舗
全
体
が
一
体
と
な
り
、
地
域
の
皆
様
か
ら

信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
は
６
月
13
日
、

地
域
貢
献
活
動
の
一
環
で
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
今
年
で
９
年
目
と
な
り
、

各
支
店
・
事
業
所
ご
と
に
内
容
を
計
画
し
、

女
性
部
と
合
同
で
の
海
岸
清
掃
、
公
民
館

内
の
清
掃
や
周
辺
の
草
刈
り
な
ど
を
主
に

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り

作
業
場
所
等
も
慎
重
に
検
討
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
警
報
が

出
る
ほ
ど
の
大
荒

れ
の
天
候
と
な
り

ま
し
た
が
、
小
雨

を
見
計
ら
っ
て
草

刈
り
や
ゴ
ミ
拾
い

を
行
い
ま
し
た
。

　

毎
年
、
職
員
で

行
う
こ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は

地
域
の
認
知
度

も
高
ま
っ
て
お

り
、
今
後
も
継

続
し
、
全
職
員

で
地
域
貢
献
活

動
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

　
「
令
和
元
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
合
同
表
彰
式
」
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
為
、

延
期
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
６
月
２
日
に
県
下

地
区
本
部
ご
と
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
の
活
動
に
お
い
て
、
県
下
の
Ｌ

Ａ
（
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
の
中
で
、
組
合

員
・
利
用
者
の
皆
様
へ
共
済
普
及
活
動
の
牽
引

役
と
な
っ
た
職
員
、
自
動
車
事
故
に
遭
わ
れ
た
ご
契
約
者
へ
の
迅
速

で
安
心
な
事
故
対
応
を
行
っ
た
職
員
、
ま
た
自
動
車
共
済
の
普
及
拡

大
や
保
障
内
容
の
充
実
を
積
極
的
に
取
組
ん
だ
支
店
と
、
共
済
事
務

向
上
に
向
け
積
極
的
に
改
善
し
た
支
店
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
Ｌ
Ａ
３
名
・
３
支
店
・

安
心
サ
ポ
ー
タ
ー
１
名
が
見
事
に
入

賞
し
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

〇
優
績
Ｌ
Ａ
表
彰

　
《
特
別
優
績
賞
》　　

中
根　

嘉
昭

　
《
新
人
賞
》　　
　
　

橋
岡　

泰
珠

　
《
い
え
部
門
賞
》　　

植
田　

和
久

〇
優
績
支
店
表
彰

　
《
情
報
連
携
賞
》　　

弥
栄
支
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
隅
支
店

　
《
自
動
車
共
済
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
部
門
賞
・
ブ
ロ
ン
ズ
認
定
支
店
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
城
支
店

〇
優
績
自
動
車
損
害
調
査
員
（
安
心
サ
ポ
ー
タ
ー
）
表
彰

　
《
優
秀
賞
》　　
　
　

大
中　

靖
友

　

今
後
も
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
へ
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
、「
安

心
」「
満
足
」
の
提
供
の
た
め
、
い
わ
み
中
央
地
区
本
部
の
役
職
員

で
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

信
用
事
業
優
績
表
彰
式

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

地
域
貢
献

Ｊ
Ａ
共
済
合
同
表
彰
式

い
わ
み
中
央
地
区
本
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【
第
18
回　
６
月
10
日
】

座
学
…�
「
４
つ
の
や
り
す
ぎ
」「
野
菜
の
出
荷
荷
造
り
」
に

つ
い
て

　
　
　

●
肥
料
の
や
り
す
ぎ

　
　
　

●
水
の
や
り
す
ぎ

　
　
　

●
石
灰
の
や
り
す
ぎ

　
　
　

●
作
り
す
ぎ

　
　
　

・�

肥
料
の
や
り
す
ぎ
は
、
塩
類
濃
度
が
高
く
な
る

の
で
根
か
ら
水
が
吸
え
な
く
な
り
、
根
痛
み
に

よ
り
育
ち
が
悪
く
な
る
。

　
　
　

・�

常
に
水
を
や
る
と
根
の
張
り
が
不
十
分
に
加
え
、

根
腐
れ
を
起
こ
し
枯
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　
　
　

・�

石
灰
を
適
当
に
入
れ
る
と
障
害
が
起
き
る
。
石

灰
を
混
ぜ
る
と
き
は
、
堆
肥
と
混
ぜ
る
こ
と
。

堆
肥
と
石
灰
は
同
時
に
入
れ
な
い
。
石
灰
は

し
っ
か
り
鋤
き
こ
む
こ
と
。

　
　
　

・�

収
穫
量
を
考
え
て
野
菜
の
種
類
や
数
を
決
め
て

植
え
る
。

最
後
に
、
野
菜
の
品
づ
く
り
と
し
て
、
集
荷
の

規
格
の
目
安
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

圃
場
作
業
…�

玉
ね
ぎ
の
収
穫
を
し
ま
し
た
。
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
位
の
大
き
さ
の
も
の

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ミ
ニ
ト

マ
ト
の
支
柱
の
追
加
と
枝
豆
の
追

肥
作
業
を
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

�

ジ
ャ
ガ
イ
モ
も
花
が
終
わ
り
、
次

回
の
営
農
塾
で
は
収
穫
で
き
そ
う

で
す
。

【
第
19
回　
６
月
25
日
】

座
学
…
化
成
肥
料
の
特
徴
と
用
途
に
つ
い
て

　
　
　
《
３
要
素
の
効
果
》

　
　
　

窒　

素
…
葉

　
　
　

リ
ン
酸
…
花
や
実

　
　
　

カ　

リ
…
根

　
　
　

�

３
つ
の
要
素
の
数
字
が
同
じ
も
の
は
広
く
元
肥
と
し
て
使
用
。

　
　
　

�

花
の
咲
く
時
期
や
実
の
出
来
は
じ
め
た
と
き
な
ど
は
、
３
要
素
の
数
字
と
そ
の
野
菜

の
特
徴
か
ら
、
即
効
性
か
遅
効
性
か
の
判
断
で
追
肥
を
す
る
。

　
　
　
　

●�

有
機
入
り
Ａ
８
０
１　

８

－

８

－

８
（
元
肥
専
用
肥
料
）

　
　
　
　

●
野
菜
美
人　

10

－

10

－

10
（
早
く
か
ら
遅
く
ま
で
効
く
元
肥
専
用
肥
料
）

　
　
　
　

●
千
代
田
化
成　

15

－

15

－

10
（
即
効
性
の
肥
料
で
元
肥
・
追
肥
両
方
に
使
用
）

　
　
　
　

●�

Ｓ
６
０
４　

16

－

10

－

14
（
速
効
性
の
肥
料
で
栽
培
期

間
の
短
い
多
く
肥
料
を
必
要
と
す
る
作
物
の
元
肥
、
一

般
の
野
菜
の
追
肥
専
用
の
肥
料
）

　
　
　
　

●�

ア
ヅ
マ
ッ
プ　

14

－

８

－

８
（
野
菜
に
と
っ
て
は
理
想

的
な
肥
料
。
中
効
き
効
果
も
高
い
。
果
菜
類
・
葉
菜
類
・

ウ
リ
類
に
も
適
し
ま
す
。
元
肥
・
追
肥
専
用
肥
料
）

　
　
　
　

★
す
す
病
に
つ
い
て

　
　
　
　

�

す
す
病
を
治
す
治
療
薬
は
な
い
た
め
、
発
見
し
た
ら
黒
ず

ん
で
い
る
葉
っ
ぱ
や
実
は
取
り
除
き
、
そ
の
う
え
で
、
殺

菌
剤
（
ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤
な
ど
）
を
散
布
す
る
。

圃
場
作
業
…
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
キ
ャ
ベ
ツ
の
収
穫

　
　
　
　
　

と
う
も
ろ
こ
し
の
芽
か
き

　
　
　
　
　

�
じ
ゃ
が
い
も
は
、
大
き
さ
に
差
が
あ
り
、
ま
あ
ま
あ
の

収
穫
で
し
た
。

　
　
　
　
　

�

次
回
は
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
収
穫
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
柵

を
張
る
作
業
に
な
る
で
し
ょ
う
。

６
月
の
営
農
塾

　
　
　産直トピック

ス

ミニトマト支柱たて玉ねぎ収穫！

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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きんさい市場消費者交流会　参加者募集！

令和２年度　きんさい市場営農塾　募集

新鮮野菜でうまレシピ！
～夏野菜の炊き込みご飯とキュウリの浅漬け色々～

日　　時：令和２年８月６日（木）　９：30～12：00（受付９：00）
場　　所：ＪＡしまね　いわみ中央地区本部　ふれあいホール
内　　容：①農家の方のお話　②クッキング　③試　食
募集人数：先着20名（定員になりしだい締め切りとなります）
参 加 費：無　料
　　　　　エプロン、筆記道具持参
申し込み：電話もしくはＦＡＸで住所、氏名、電話番号をお知らせください。
申込期間：令和２年７月15日（水）～令和２年７月31日（金）

　　　　　　　　　　【お問合せ・申込先】　ＪＡしまね　いわみ中央地区本部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　営農経済部　営農企画課／木村・前田
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：0855-22-8812
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX：0855-22-0679

詳しくは、下記までお電話ください。
《問合せ先》　ＪＡしまね　いわみ中央地区本部　営農企画課
　　　　　　　　℡：0855-22-8812　担当：小田、木村

　農業の経験が少ないが、農業に興味がありＪＡの「産直市場」へ出荷してみたい方や今後営農をして
みたい方を対象に実施いたします。
　種まき、圃場管理から収穫など「基礎講座（座学）」と「実習圃場」にて学び、体験してもらいます。
《実習品目》　春まき・秋まき等の一般野菜
《講義日程》　令和２年９月～令和３年８月（12か月）まで毎月２回程度
　　　　　　平日　午前９時から12時　程度
　　　　　　天候や生育状況、作業の都合で研修内容を変更または追加する場合があります。
《場　　所》　浜田市内村町
《定　　員》　若干名
《参 加 費》　２，０００円（年会費）※資料代等
《申込締切》　８月25日（火）
《開 講 日》　９月２日（水）
《講義スケジュール》
開催時期 R2.９月～R3.３月 R3.４月～８月
回 第１回～12回 第13回～24回

内　容

①実習　秋まき野菜中心
　　　　除草作業や土づくり他
②座学　農作業の基本作業
　　　　農薬及び肥料の適正使用他

①実習　春まき野菜中心
　　　　育苗について他
②座学　野菜作りのポイント他

きんさい市場消費者交流会（営農経済部　営農企画課行き）
氏　名

住　所
〒　　　－

（℡　　　　－　　　　　－　　　　　）

申　込　書

　　　　　　　　　　【お問合せ・申込先】　ＪＡしまね　いわみ中央地区本部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　営農経済部　営農企画課／木村・前田
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：0855-22-8812
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX：0855-22-0679

　　　　　　　　　　【お問合せ・申込先】　ＪＡしまね　いわみ中央地区本部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　営農経済部　営農企画課／木村・前田
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：0855-22-8812
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX：0855-22-0679

い
わ
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　今月は活発的な梅雨前線の影響が心配になります。雨も必要ですが今後の作物に影響の
ない程度での梅雨明けを願いたいものです。
　特に今後は台風や偏西風に乗ってカメムシも上陸する季節です。
　このカメムシには昔からこんな言い伝えがあるそうです。知っていましたか？
　昔、カメムシのことを「ホオ」と呼んでいたそうです。（ホオ虫は方言ではなかった）　
また、ほおずきにはよくカメムシがつきますが、それでほおずきのことを「ホオ」の好き
な植物の意味で「ほおずき」と呼ぶようになったそうです。
　漢字では鬼灯（ホオズキ）と書き、あのちいさなカメムシの顔が鬼の顔に見えるからだ
そうです。　(カメムシの顔などじっくり見る人はいませんけど・・・）

　７月も中旬になると、ニンジンの種まきが始まります。しかし、小さな種で発芽しにく
いのがニンジンです。炎天下の中２度、３度と蒔き直しした話もよく聞きます。ニンジンの栽培は、発芽にか
かっています。今月は失敗の少ないニンジンの発芽を取り上げます。

○夏まきニンジン　　セリ科　　原産地：中央アジア
＜栽培のポイント＞
　＊発芽するまでは保湿重視です！
　＊無事に発芽すれば～半分は成功！と言われている？
　＊元肥は少なめに…追肥で養分を補う！
　＊ゆっくり、長く効く有機配合肥料を活用しよう！
①　畑の準備と種まき
　まず石灰を入れ耕します。
　そして、種まきの半月以上前に前面
に完熟堆肥、化成肥料を撒き、20㎝
ほどの深さに耕し図のように120㎝
幅のベッドを作ります。
　乾燥時に播種すると非常に発芽が難
しくなります。
　播き床には、雨のあとか、たっぷり水やりをして、土を落ち着かせてから種をまき、細かい土で覆土をしま
す。そして、その上を板などで抑えて鎮圧し、切りわらやもみ殻またはもみ殻燻炭などをかけて、乾燥を防ぐ
ようにします。
＜種まきのポイント＞
　＊土が酸性ほど生育が遅れるのでしっかりと苦土石灰をまきます。
　＊ニンジンは、好光性なので発芽させるためには光が必要です。種が隠れる程度に薄く土をかぶせるように

するか、土を薄く覆土せず、タネの上に「もみ殻」などを土が見えなくなるくらいにかけ水分を保ちま 
しょう。

　＊ニンジンのタネは吸水力が弱く、タネまき後に土が乾くと極端に発芽が悪くなるので、降雨の後かたっぷ
り水やりをしてからまきます。

　＊ニンジンは発芽しても間引きは重要になりますので、乾い
た砂を増量して種をまく方法もあります。

＜間引きのコツ＞
　＊ニンジンは発芽後も、芽が小さいうちは、成長がうまくい

かないことも多いので、間引きは少しずつ行い、やや多め
に残しておきましょう。

　　お互いを競争させることで、元気に育ちます。

※又根が多いのはセンチュウ害なので、ネマトリンエースを全
面散布し土壌混和で回避します。

※ニンジンが割れるのは、初期～中期までの土壌水分不足が原
因です。

　収穫した時に割れているのは、出来過ぎか収穫遅れです。

教えて野菜作り！ 2020年7月号

（施肥例　１㎡当り）
肥　料　名 元　肥 追　肥 備　考
苦 土 石 灰 120ｇ サンライムでも可完 熟 堆 肥 2㎏
有機化成A801 60ｇ 40ｇ×3回 播種後１カ月ごとに
塩化加里 30ｇ 本葉６枚頃

い
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島根県西部農林振興センターからのお知らせ

熱中症に注意！こまめな休憩と水分補給を！

  

島根県西部農林振興センター浜田農業普及部：0855－29－5622

熱中症対策
1.　日中の気温の高い時間帯を外して作業を行いましょう

　特に70歳以上の方は、のどの渇きや気温の上昇を感じづらくなるので、高温時の作業は極
力避けましょう

2.　作業前・作業中の水分補給、こまめな休憩をとりましょう
　足がつったり、筋肉がピクピクする症状がみられたら、0.1～0.2%程度の食塩水（1Lの

水に1～2gの食塩）、スポーツ飲料、塩分補給用タブレットを摂取しましょう

3.　熱中症予防グッズを活用しましょう
　屋外では帽子、吸汗速乾性素材の衣服、屋内では送風機やスポットクーラーなどを活用し

ましょう

4.　単独作業を避けましょう 
　作業は２人以上で行うか、時間を決めて水分・塩分補給の声かけを行うなど、定期的に異

常がないか確認し合うようにしましょう

5.　高温多湿の環境を避けましょう
　作業場所には日よけを設ける等できるだけ日陰で作業をするようにしましょう

　農作業中の熱中症による死亡事例は、全国で毎年20人前後発生しており、特に７～８月に全体の82％が発
生しています。これからの時期、気温の上昇とともに熱中症のリスクも高まっていくことが予想されます。
　特に高齢農業従事者は脱水しやすいため、こまめな水分と塩分の補給や休憩を周囲の方が協力して声かけを
行うなどの対策が必要です。

【お詫びと訂正】５月号において、令和２年度狩猟免許試験及び狩猟免許事前講習会の開催日程をお知らせ
いたしましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、９月に延期となりました。大変申し訳ございま
せん。詳細は島根県西部農林振興センター林業振興課（TEL：0855-29-5604）までお問合せ下さい。
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心
の
こ
も
っ
た
手
作
り
マ
ス
ク
を
贈
呈

健
康
診
断
家
族
で
受
診
を
！

　

い
わ
み
中
央
女
性
部
（
德
田
マ
ス
ヱ
部
長
）
は
６
月
１
日
、
部
員
が
手
作
り
し
た
マ
ス
ク

５
４
０
枚
を
管
内
浜
田
市
・
江
津
市
の
教
育
委
員
会
へ
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
各
支
部
総
会
・
イ
ベ
ン
ト
等
が

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
女
性
部
統
一
活
動
『
雑
巾
一
枚
運
動
』
で
、
３
月
に
教
育

委
員
会
へ
贈
呈
し
た
際
に
「
女
性
部
さ
ん
は
マ
ス
ク
は
作
ら
な
い
で
す
か
？
」
と
言
わ
れ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
部
員
同
士
関
わ
り
、
繋
が
っ
て
い
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
マ
ス
ク
を
手
作
り
し
、
地
元
の
子
供
た
ち
に
贈
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

い
つ
も
の
手
芸
教
室
の
よ
う
に
集
ま
っ
て
の
作
業
は
、
３
密
状
況
を
考
慮
し
断
念
。
材
料
も

各
自
で
用
意
し
子
供
た
ち
の
健
康
を
願
い
、
心
を
込
め
て
マ
ス
ク
作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

江
津
市
教
育
委
員
会　

小
笠
原
隆
教
育
長
は
「
学
校
等
が
再
開
し
子
供
達
も
マ
ス
ク
を
し
て

の
登
校
・
登
園
し
て
い
る
中
、
布
製
マ
ス
ク
は
洗
え
て
使
え
る
の
で
保
護
者
さ
ん
も
喜
ば
れ
る

と
思
い
ま
す
。
サ
イ
ズ
が
大
小
あ
り
、
小
さ
い
も
の
は
保
育
園
の
子
供
た
ち
に
贈
り
ま
す
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
わ
み
中
央
女
性
部
は
、
農
業
者
と
女
性
部
員
を
対
象
に
、
６
月
18
・
19
日
の
２
日
間
『
農

業
者
・
女
性
部
検
診
』
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
検
診
は
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
受
診
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、市
町
村
が
実
施
す
る
『
特

定
検
診
』
に
加
え
、
胸
部
Ｃ
Ｔ
や
骨
粗
鬆
症
検
診
な
ど
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
乳
が

ん
・
腹
部
エ
コ
ー
検
診
が
オ
プ
シ
ョ
ン
で
同
時
に
受
け
ら
れ
ま
す
。
農
業
生
産
や
女
性
部
活
動

を
健
康
に
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
厚
生
連
が
昨
年
度
か
ら
実
施
し
、
女
性
部
が
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

健
康
管
理
活
動
の
一
環
で
、
家
族
も
受
診
し
て
も
ら
う
よ
う
呼
び
か
け
、
２
日
間
で
85
名
が

受
診
し
ま
し
た
。

　

受
診
者
か
ら
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
市
の
検
診
も
中
止
に
な
っ
て

い
た
の
で
心
配
だ
っ
た
が
、
こ
の
検
診
は
内
容
も
充
実
し
て
い
る
の
で
受
診
出
来
て
安
心
。」

と
喜
び
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
Ｊ
Ａ
は
広
く
声
掛
け
を
続
け
、
受
診
の
輪
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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おさいふカードポイント

1,000ポイント

※今後予告なく、キャンペーン期間・内容を変更する場合があります。

お受取先をJAしまねに
変更するには！
国民年金・厚生年金・共済年金の変更は

「年金受給権者受取機関変更届」
にご記入いただくだけで、とても簡単です。（基金等、
様式が異なるものがあります。）現在お受取りの金
融機関への連絡等は必要ございません。

令和
２年8月3日～10月30日
令和
３年1月4日～３月31日

or

期間中に年金受取口座をJAしまねへ
変更いただいた方へいずれかプレゼント
期間中に期間中に期間中に期間中に期間中に年金受取口座をJAしまねへ年金受取口座をJAしまねへ年金受取口座をJAしまねへ年金受取口座をJAしまねへ年金受取口座をJAしまねへ年金受取口座をJAしまねへ年金受取口座をJAしまねへ年金受取口座をJAしまねへ年金受取口座をJAしまねへ年金受取口座をJAしまねへ年金受取口座をJAしまねへ年金受取口座をJAしまねへ年金受取口座をJAしまねへ年金受取口座をJAしまねへ年金受取口座をJAしまねへ
変更いただいた方変更いただいた方変更いただいた方変更いただいた方変更いただいた方変更いただいた方変更いただいた方変更いただいた方変更いただいた方へいずれかプレゼントへいずれかプレゼントへいずれかプレゼントへいずれかプレゼントへいずれかプレゼントへいずれかプレゼントへいずれかプレゼントへいずれかプレゼントへいずれかプレゼントへいずれかプレゼントへいずれかプレゼントへいずれかプレゼント変更いただいた方変更いただいた方変更いただいた方変更いただいた方変更いただいた方変更いただいた方変更いただいた方変更いただいた方変更いただいた方
期間中に年金受取口座をJAしまねへ
変更いただいた方へいずれかプレゼント

奥出雲和牛カレー
1セット（２箱）

変更いただいた方変更いただいた方変更いただいた方変更いただいた方変更いただいた方

キャンペーン期間

サ
プ
ラ
イ
ズ

浜田市旭町　匿名さん江津市松川町　竹本　昇 様

キャベツになりそこなった
キャベツさん?!

トマトから柿の種？？!(^^)!
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　ファーストは浜田市を中心に活動しているフットサルチームです。
　現在は島根県リーグに在籍しています。
　平日は金城のふれあいジム体育館で練習を行っており、休日は島根
県リーグの試合あるいは練習試合を行っています。

　写真を見てもわかるよう
にチーム内みんな仲良しで
常にフットサルを楽しむこ
とを忘れず活動しています。
　コロナで大変な時期でありますがコロナに負けずにこれからも
フットサルを楽しんでいきます。

ファースト

介護保険購入対象商品の紹介
介護保険対象者の方は、介護保険対象商品を販売価格の１割～３割で購入することができます。

対象商品は下記の通りになっております。

すのこ

簡易浴槽 シャワーチェア 浴槽用手すり 浴槽台

自動排泄処理装置の交換部分 腰掛便座移動用リフトの吊り具の部分

福祉用具については福祉センター　其原にお問い合わせ下さい　☎0855‒22－8918

福祉センターからのお知らせ

開　催　日 時　　間 会　　場
８月１日 ㈯ 午前９時から午後３時まで 旭　丸原センター
８月３日 ㈪ 午前９時から午後３時まで 三隅支店前
８月４日 ㈫ 午前９時から午後３時まで 江東事業所
８月５日 ㈬ 午前９時から午後３時まで Aコープあさひ前
８月６日 ㈭ 午前９時から午後３時まで 浜田経済センター
８月７日 ㈮ 午前９時から午後５時まで 金城営農経済センター
８月８日 ㈯ 午前９時から午後３時まで 金城営農経済センター
８月17日 ㈪ 午前９時から午後12時まで Aコープやさか前
８月18日 ㈫ 午前９時から午後３時まで 江津西支店
８月19日 ㈬ 午前９時から午後３時まで 旭　旧和田事業所前
８月20日 ㈭ 午前９時から午後３時まで 浜田西支店
８月21日 ㈮ 午前９時から午後３時まで 三隅支店前
８月31日 ㈪ 午前９時から午後３時まで 金城営農経済センター

８月23日㈰　浜田支店
午前９時から午後12時まで

９月１日㈫　弥栄支店
午後３時から午後７時まで

９月28日㈪　旭支店
午後３時から午後７時まで

メガネ・補聴器巡回スケジュール年 金 相 談 会

ご自身・ご家族のメガネ調整、　補聴器点検等気軽にお立寄り下さい‼
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